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南
東
北
福
島
病
院
の
脳
神
経
外

科
地
域
医
療
部
門
（
代
表
＝
佐
藤

光
夫
副
院
長
）
は
、
学
術
団
体
で

【院是】すべては患者さん・利用者さんのために
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今月号のなかみ
▼
2
面
＝
1
面
の
つ
づ
き
、

メ
ス
始
め
式
で
無
事
故

祈
願
、動
脈
硬
化
早
期

発
見
に
セ
ッ
ト
受
診
お

勧
め
、2
月
の
講
演
会

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
3
面
＝
薬
剤
科
だ
よ
り

「
骨
を
強
く
す
る
ビ
タ

ミ
ン
D
」、お
口
の
健
康

教
室
「
口
内
炎
」、栄
養

ひ
と
く
ち
メ
モ
「
白
菜
」

▼
4
面
＝
ゆ
き
う
さ
ぎ
通

信
、今
月
の
レ
シ
ピ
「
冬

野
菜
の
ミ
ル
ク
ス
ー

プ
」

脳
卒
中
診
療
で
福
島
医
学
会「
特
別
賞
」受
賞

あ
る
福
島
医
学
会
（
会
長
＝
竹
之

下
誠
一
福
島
県
立
医
科
大
学
理
事

長
兼
学
長
）
か
ら
平
成
30
年
度
の

（
２
面
に
続
く
）

当院の脳神経外科 地域医療部門
病院完結型シームレス体制を確立

特
別
賞
の
表
彰
状
を
手
に
し
た

佐
藤
副
院
長
（
左
）。
右
は
福

島
医
学
会
長
の
竹
之
下
福
島
県

立
医
科
大
学
理
事
長
兼
学
長

南東北福島病院の病院完結型脳卒中シームレス医療のイメージ

「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

1
月
24
日
㈭
に
福
島
県
立
医
科
大

学
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
、
佐
藤

副
院
長
が
記
念
講
演
し
当
院
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

×　
　
　
　

×

　

現
在
、
わ
が
国
の
脳
卒
中
医
療

は
患
者
さ
ん
の
病
期
（
急
性
期
、

回
復
期
、
生
活
期
）
に
応
じ
た
医

療
機
関
の
機
能
分
化
と
連
携
パ
ス

を
用
い
た
地
域
完
結
型
医
療
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
患

者
さ
ん
・
ご
家
族
に
と
っ
て
は
短

期
間
で
の
退
院
調
整
、
医
療
機
関

の
移
動
に
対
す
る
不
安
、
担
当
医

の
病
期
ご
と
の
交
代
な
ど
に
対
す

る
戸
惑
い
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

佐
藤
副
院
長
は
平
成
14
年
4
月

当
病
院
に
着
任
以
来
、
脳
神
経
外

科
及
び
脳
卒
中
専
門
医
と
し
て
救

急
の
現
場
と
手
術
を
中
心
と
す
る

脳
卒
中
急
性
期
医
療
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
着
任
と
同
時
に
在
宅
医

療
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
、
胃
瘻

（
ろ
う
）
造
設
や
気
管
切
開
な
ど

を
行
っ
た
重
度
の
脳
卒
中
後
遺
障

害
患
者
に
対
す
る
訪
問
診
療
を
行

い
、
県
北
地
方
で
初
め
て
と
な
る

同
一
主
治
医
に
よ
る
急
性
期
医
療

か
ら
在
宅
医
療
ま
で
の
本
格
的
な

脳
卒
中
シ
ー
ム
レ
ス
診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
に
院
内
に

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
が
整
備
さ
れ
、
新
た
に
訪
問
診

療
を
行
う
脳
神
経
外
科
地
域
医
療

支
援
部
門
が
編
成
さ
れ
、
浅
利
潤

先
生
と
仲
野
雅
幸
先
生
も
加
わ
り
、

計
3
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
に
在
宅
医
療

手
術
治
療

地域医療
支援センター

脳神経外科 地域医療
支援部門（訪問診療）

訪問
看護

医療相談課

訪問リハビリ

地域医療連携室

併設介護老人保健施設

訪問薬剤

居宅介護
支援事業所
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セ
ン
タ
ー
が
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
に
拡
充
改
組
さ
れ
、
当
院
の

脳
卒
中
医
療
は
急
性
期
医
療
か
ら

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

療
、
生
活
期
の
外
来
診
療
、
重
度

後
遺
障
害
者
へ
の
訪
問
診
療
と
、

全
て
の
病
期
に
同
一
主
治
医
が
継

続
し
て
対
応
す
る
病
院
完
結
型
シ

ー
ム
レ
ス
医
療（
1
面
の
図
参
照
）

が
行
え
る
福
島
市
内
唯
一
の
医
療

機
関
と
な
り
ま
し
た
。

×　
　
　
　
　

×

　

受
賞
に
あ
た
り
、
佐
藤
副
院
長

は
「
病
期
に
応
じ
た
担
当
医
の
分

担
と
連
携
を
図
る
地
域
完
結
型
脳

卒
中
医
療
に
比
べ
、
当
院
が
推
進

動
脈
硬
化
の
早
期
発
見

に
セ
ッ
ト
受
診
お
勧
め

メ
ス
始
め
式
で
無
事
故
祈
願

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

　

生
活
習
慣
が
欧
米
化
し
た
の
に

伴
っ
て
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と

い
っ
た
病
気
が
年
々
増
え
て
き
ま

し
た
。
芸
能
人
や
著
名
人
の
「
急

死
」
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
て
よ

く
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
も
目
に
す

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

病
気
の
原
因
の
大
部
分
は
動
脈
硬

化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
健
診

セ
ン
タ
ー
で
は
動
脈
硬
化
を
早
期

に
発
見
す
る「
動
脈
硬
化
セ
ッ
ト
」

南東北福島病院講演会 2月スケジュール

月日 時間 講師 講演内容 場所

2/6
水

11：00
～

11：30

薬剤科
山田　智子

ミニ健康講座
「たばこについて」

中央棟 1階
医療相談課前

2/7
木

11：30
～

12：00

医療安全
本田　毅

ミニ健康講座
「医療安全いろは歌」

中央棟 1階
医療相談課前

2/12
火

10：00
～

10：30

栄養科
佐藤　あゆみ

栄養健康教室
「食事でガンを予防しよう」

中央棟 1階
医療相談課前

2/13
水

11：00
～

11：30

リハビリ科
内海　晋吾

ミニ健康講座
「体操をしてリフレッシュして
元気になろう！」

中央棟 1階　
医療相談課前

2/14
木

11：30
～

12：00

看護部
福地　由美

ミニ健康講座
「感染防止のための手洗いにつ
いて」

中央棟 1階　
医療相談課前

2/20
水

11：00
～

11：30

臨床工学技師
渡邊　拓也

ミニ健康講座
「脳血管カテーテル検査・治療
のはなし」

中央棟 1階
医療相談課前

2/21
木

11：30
～

12：00

看護部
高橋　和馬

ミニ健康講座
「医療トピックス（仮）」

中央棟 1階
医療相談課前

2/27
水

11：00
～

11：30

リハビリ科
内海　晋吾

ミニ健康講座
「体操をしてリフレッシュして
元気になろう！」

中央棟 1階
医療相談課前

2/28
木

11：30
～

12：00

看護部
木本　純子

ミニ健康講座
「認知症予防について」

中央棟 1階
医療相談課前

2/28
木

14：00
～

15：30

医局
松岡　玲子

第 82回　総合健康講座
「腸のお話」

東棟７階
講堂

リハビリ科
坂内　勇亮 「便秘解消に役立つ運動」

栄養科
高野　夏美

「おなかにやさしい食事につい
て」

　

2
0
1
9
年
の
手
術
室
開
き
と

な
る
南
東
北
福
島
病
院
の
メ
ス
始

め
式
は
、
1
月
4
日
㈮
午
前
8
時

45
分
か
ら
院
内
の
手
術
室
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
無
事
故

と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

田
地
野
崇
宏
執
行
本
部
長
（
整

形
外
科
）、
菅
野
智
之
院
長
（
外

科
）、
仲
野
雅
幸
院
長
代
行
（
脳

神
経
外
科
）、
佐
藤
光
夫
副
院
長

（
脳
神
経
外
科
）、
佐
藤
弘
一
郎
副

院
長
（
整
形
外
科
）、
平
田
憲
子

看
護
部
長
を
は
じ
め
、
各
科
の
医

師
、
看
護
師
、
手
術
室
ス
タ
ッ
フ

ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

菅
野
智
之
院
長
は
「
昨
年
は
大

き
な
事
故
も
な
く
一
年
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
安

心
安
全
な
手
術
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
各
自
気
を
引
き
締
め
て
業
務

に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
祭
壇
に
玉
串
を
さ
さ

げ
無
事
故
を
願
う
と
と
も
に
、
一

人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う

た
め
に
今
年
も
全
力
を
尽
く
す
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

メス始め式であいさ
つする菅野院長

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
セ
ッ
ト
の
検
査
項
目

は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
A
B
I
／
P
W
V
検
査

　

上
腕
と
足
首
の
血
圧
の
比
で
、

下
肢
の
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
の
診

断
評
価
に
有
効
で
す
。
血
管
の
つ

ま
り
具
合
、
硬
さ
を
調
べ
ま
す
。

■
心
臓
超
音
波
検
査

　

心
臓
内
の
血
流
状
況
、
壁
の
動

き
、
心
臓
弁
の
状
態
、
心
臓
の
全

体
の
機
能
測
定
、
心
臓
内
の
血
栓

の
有
無
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

■
頚
動
脈
超
音
波
検
査

　

頚
動
脈
エ
コ
ー
を
用
い
て
動
脈

硬
化
の
指
標
と
し
て
頚
動
脈
粥
状

変
化
、
脳
梗
塞
発
症
の
予
測
、
冠

動
脈
疾
患
や
大
動
脈
疾
患
と
の
関

連
に
重
要
な
検
査
で
す
。

×　
　
　
　

×

　

肥
満
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・

糖
尿
病
の
方
は
早
期
に
動
脈
硬
化

を
発
見
す
る
こ
と
で
、
狭
心
症
・

心
筋
梗
塞
・
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・

下
肢
の
壊
死
を
予
防
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
の
で
、
検
査
を
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は

当
院
健
診
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
２

４
─
５
９
３
─
６
２
５
７
ま
で
。

�

（
健
診
セ
ン
タ
ー　

大
関
壯
）

し
て
き
た
同
一
主
治
医
に
よ
る
病

院
完
結
型
脳
卒
中
シ
ー
ム
レ
ス
治

療
は
、
医
師
一
人
あ
た
り
の
負
担

は
大
き
い
が
、
患
者
さ
ん
・
ご
家

族
の
信
頼
度
や
そ
の
治
療
満
足
度

は
高
い
。
ま
た
、
医
師
不
足
な
ど

医
療
資
源
に
乏
し
い
福
島
県
に
お

い
て
、
地
域
完
結
型
脳
卒
中
医
療

体
制
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
地

域
は
少
な
く
、
当
院
の
病
院
完
結

型
脳
卒
中
シ
ー
ム
レ
ス
医
療
体
制

は
県
北
地
域
の
脳
卒
中
医
療
水
準

の
向
上
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
地
域
の
脳
卒
中
医
療

を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療

体
制
を
整
備
し
て
ゆ
く
」
と
今
後

の
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。
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冬
の
代
表
野
菜

鍋
料
理
の
主
役

　

白
菜
が
最
も
お
い
し
い
時
期

は
、
鍋
料
理
が
お
い
し
く
な
る
季

節
の
11
月
頃
か
ら
2
月
頃
に
な
り

ま
す
。
霜
が
降
り
る
こ
と
で
甘
み

が
増
し
、
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
治
療
の
目
的
は
、
骨

密
度
の
低
下
を
抑
え
、
骨
折
を
防

ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
薬
は
①
骨
吸
収
を

防
ぎ
、
骨
量
を
増
や
す
薬
②
骨
の

形
成
を
促
進
し
、
骨
量
を
増
や
す

薬
③
骨
の
新
陳
代
謝
を
助
け
る
薬

―
の
大
き
く
3
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
は
そ
の
中
で
も
骨
の
新
陳

代
謝
を
助
け
る
薬
に
分
類
さ
れ
る

活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
D3
製
剤
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
D
は
身
体
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

薬
剤
科
だ
よ
り

お
口
の
健
康
教
室

【
栄
養
と
成
分
】　

　

白
菜
は
淡
色
野
菜
で
栄
養
が
無

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
白
菜
の
ビ
タ
ミ
ン
は
水
溶
性

な
の
で
鍋
料
理
な
ど
に
用
い
る
と

煮
汁
ご
と
栄
養
を
逃
さ
ず
に
食
べ

ら
れ
ま
す
。
1
0
0
㌘
で
14
㌔
㌍

と
、
野
菜
の
中
で
も
特
に
低
カ
ロ

リ
ー
の
た
め
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
お

薦
め
で
す
。

【
お
い
し
い
食
べ
方
】

　

白
菜
は
生
で
も
加
熱
調
理
ど
ち

ら
で
も
お
い
し
い
で
す
が
、
寒
い

季
節
は
煮
込
み
料
理
が
お
薦
め
で

　

誰
も
が
一
度
は
口
内
炎
が
で
き

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
口
内
炎
と
は
口
の
中
や

そ
の
周
辺
の
粘
膜
に
起
こ
る
炎
症

の
総
称
で
す
。
水
疱
や
た
だ
れ
、

潰
瘍
、白
苔
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

す
。
挽
肉
を
巻
い
て
出
汁
で
煮
た

ロ
ー
ル
白
菜
や
、
ベ
ー
コ
ン
と
煮

込
ん
だ
シ
チ
ュ
ー
は
、
白
菜
が
た

く
さ
ん
食
べ
ら
れ
て
体
も
温
ま
り

ま
す
。
煮
込
み
料
理
に
飽
き
た
ら

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
白
菜
の
繊
維
を
垂

直
に
千
切
り
に
し
、
塩
を
振
っ
て

し
ん
な
り
し
た
ら
水
気
を
絞
り
、

千
切
り
の
ハ
ム
や
に
ん
じ
ん
と
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
で
和
え
て
、
冷
蔵
庫

で
な
じ
ま
せ
る
と
、
お
い
し
く
出

来
上
が
り
。
冬
の
季
節
に
白
菜
を

ぜ
ひ
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。（
参
考
：

「
栄
養
と
料
理
」　

栄
養
管
理
課　

管
理
栄
養
士　

佐
藤
あ
ゆ
み
）

白菜

口
内
炎 

体
調
の
良
し
悪
し
も
影
響

骨
を
強
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
D

代
謝
を
正
常
に
保
つ
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
食
事
と
し
て
摂
取
さ

れ
る
も
の
と
、
紫
外
線
を
浴
び
る

こ
と
に
よ
り
皮
膚
で
合
成
さ
れ
る

も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
D
は
活
性
化
さ
れ
た

状
態
と
な
る
こ
と
で
、
小
腸
か
ら

の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
さ

せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
活

性
化
さ
れ
た
状
態
の
も
の
を
薬
に

し
た
の
が
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
D3
製

剤
で
す
。

　

活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
D3
製
剤
に

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進

さ
せ
る
働
き
と
、
腎
臓
に
働
き
か

け
て
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
濃

度
を
一
定
に
保
つ
働
き
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
骨
へ
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
沈
着
が
増
え
、
骨
の
形
成

が
高
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
D
は
直

接
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
を

強
く
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
ビ
タ
ミ

ン
D
の
筋
肉
に
対
す
る
作
用
に
よ

り
、
転
倒
を
防
ぐ
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
は
き

　

口
内
炎
の
原
因
に
は
、
感
染
に

よ
る
も
の
、
自
己
免
疫
疾
患
に
よ

る
も
の
、医
療
行
為
に
よ
る
も
の
、

粘
膜
へ
の
慢
性
的
な
刺
激
に
よ
る

も
の
、
全
身
性
皮
膚
疾
患
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は

原
因
が
は
っ
き
り
せ
ず
ス
ト
レ
ス

や
睡
眠
不
足
、
栄
養
不
足
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
口
の
中
を
噛
ん
で
し

ま
っ
て
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、
原

因
は
様
々
で
す
。

　

一
般
的
に
で
き
る
口
内
炎
は

「
ア
フ
タ
性
口
内
炎
」
と
い
わ
れ
、

小
さ
な
丸
く
白
い
潰
瘍
が
頬
・
唇

の
内
側
・
舌
・
歯
ぐ
き
等
に
で
き
、

治
癒
す
る
に
は
10
日
～
14
日
間
ほ

ど
で
自
然
に
消
滅
す
る
こ
と
が
多

く
、
痕
（
あ
と
）
が
残
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
の
中
の

粘
膜
は
、
体
調
が
い
い
場
合
は
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
に
く
い
の
で
す

が
、
免
疫
力
が
低
下
し
た
り
、
体

調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
口
内
炎
が
で
き
た
場
合
、
健

康
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
歯
科
口
腔
外
科　

歯
科
衛

生
士　

渡
辺
美
由
紀
）

の
こ
類
や
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
食
材
を
意
識
し
て

摂
る
よ
う
に
心
が
け
、
強
い
骨
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
薬
剤

科　

薬
剤
師　

山
田
智
子
）

イメージ図

口内炎が起こるしくみ

活性型のビタミンDが
腸管からのカルシウム吸収を促進
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今月の
レシピ
今月の
レシピ

冬野菜のミルクスープ
寒い冬に

ぽかぽか温まる
優しい甘さの
ミルクスープ♪
具を変えても◎

リハビリ南東北福島栄養管理

材料（４人分）
白菜
大根
にんじん
しめじ
ブロッコリー
ベーコン
牛乳
水
コンソメ
バター
塩

2枚
2㎝

1／4本
1／2袋
4房
2枚

360㏄
360㏄
大さじ1
10g
適量

作り方
①野菜は食べやすい大きさに、ベーコンは1㎝幅に切る。
②鍋に水を入れ、切った野菜とベーコンを入れる。
③野菜に火が通ったらコンソ
メと塩を入れる。
④牛乳を入れて再び温まった
ら、バターを入れて出来上
がり。

ブロッコリーには、ビタミンＣが多く含まれており
疲労回復やかぜ予防に効果があると言われています。効用

　

リ
ハ
ビ
リ
南
東
北
福
島
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
は
昨
年
12
月
25
日
㈫
、

施
設
の
各
フ
ロ
ア
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

施
設
内
は
ツ
リ
ー
や
キ
ラ
キ
ラ

し
た
装
飾
が
施
さ
れ
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
音
楽
が
流
れ
ま
し
た
。
各
フ

ロ
ア
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
由
来
が
説

明
さ
れ
た
後
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

と
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
に
扮（
ふ
ん
）

し
た
職
員
が
登
場
、
利
用
者
さ
ん

の
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

入
所
フ
ロ
ア
で
は
、
利
用
者
さ

ん
が「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」や「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
歌
い
な
が
ら
体

操
し
た
り
、「
ト
ナ
カ
イ
の
物
送

り
ゲ
ー
ム
」
を
し
た
り
し
て
楽
し

　

リ
ハ
ビ
リ
南
東
北
福
島
で
は
、

昨
年
12
月
の
8
日
㈯
と
15
日
㈯
に

入
所
フ
ロ
ア
の
忘
年
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
が
丹
精
込

め
て
料
理
を
作
り
、「
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
を
し
ま
し
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
利
用
者
さ
ん
の

元
気
の
よ
い
「
か
ん
ぱ
～
い
！！
」

の
掛
け
声
で
、
忘
年
会
が
ス
タ
ー

み
ま
し
た
。
み
ん
な
で
張
り
子
の

雪
だ
る
ま
も
作
り
ま
し
た
。
普
段

は
あ
ま
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
さ
れ
な
い
方
も
笑
顔
で
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

通
所
フ
ロ
ア
で
は
「
物
当
て
ゲ

ト
。
い
な
り
寿
司
、
五
目
御
飯
、

ピ
ザ
等
々
、
い
つ
も
と
違
っ
た
料

理
に
、
日
頃
食
の
細
い
利
用
者
さ

ん
も
箸
が
進
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
焼
き
た
て
餃
子

（
ぎ
ょ
う
ざ
）
コ
ー
ナ
ー
で
は
次

か
ら
次
と
餃
子
が
焼
か
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
に
完
売
。
今
年
も
大
好

評
で
し
た
。
久
々
の
ア
ル
コ
ー
ル

解
禁
で
、
ほ
ろ
酔
い
の
利
用
者
さ

ん
も
見
受
け
ら
れ
、
大
盛
り
上
が

り
の
中
、お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

忘
年
会
終
了
後
も
「
今
日
は
い

つ
も
よ
り
豪
華
な
料
理
で
お
い
し

か
っ
た
よ
」「
皆
で
わ
い
わ
い
食

べ
る
の
も
楽
し
い
ね
」
な
ど
の
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
腕
に
よ
り
を
か
け
た
ス
タ
ッ
フ

も
う
れ
し
そ
う
に
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
1
年
の
締
め
く
く
り

に
ふ
さ
わ
し
い
賑
や
か
な
大
忘
年

会
と
な
り
ま
し
た
。

ー
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
利
用

者
さ
ん
は
サ
ン
タ
の
帽
子
を
被
っ

た
り
、
サ
ン
タ
と
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
、
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
ケ
ー
キ
の
お
い
し
さ
に

も
満
足
し
た
よ
う
で
、
職
員
と
も

ど
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

忘
年
会
で
食
事
を
楽
し
む
利
用

者
さ
ん

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ

イ
に
な
っ
た
職
員
と
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
む
利
用
者
さ
ん

ス
タ
ッ
フ
の
手
作
り
料
理
で
忘
年
会

サ
ン
タ
も
登
場 

ク
リ
ス
マ
ス
会


